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６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 本研究ではクラウド環境を用いて進化型ロボティックスワームに対し分散計算を実装し，大規模

問題に対応可能な環境の構築を行った． 
 オープンソースの分散コンピューティングソフトウェアである Hadoop を用い分散計算を実装し

た．クラウド環境を用いて複数の仮想マシン（virtual machine：VM）を作成し，進化計算におけ

る個体をそれぞれの VM に分割し，個体群を同時に処理する分散計算を実装した．ベンチマーク問

題として CEC 2014 on Single Objective Real-Parameter Numerical Optimization の Test 
Function の一つである”Rotated High Conditioned Elliptic Function”を用いた．結果として個体群

に分散計算を適用することに成功した．（成果 1） 
 構築した分散計算環境に進化型ロボティックスワームを適用した．タスクには一台のロボットで

は動かすことができない餌を協調して巣まで持ち帰る協調採餌タスクを用いた．異なる規模の問題，

Test1（集団サイズ：100，図 1），Test2（集団サイズ：200，図 2），Test3（集団サイズ：300，図

3）を設定し，Single PC と計算時間の比較を行った． Single PC，Hadoop クラスタの各問題にお

ける計算時間を下図（図 4）に示す．Single PC の Test2，Test3 の計算時間は推定値である．問題

の規模が大きくなるにつれて Single PC に対する Hadoop クラスタの計算速度の割合が大きくなっ

ている．このことから．構築した分散計算モデルは問題が大規模であるほど適していることがわか 
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る．また，最も規模の大きい Test3 の計算時間の割合を図 5 に示す．Hadoop の持つ分散ファイルへ

の記述（Context.Write）が進化や評価に比べて比較的小さい割合であることがわかる．このことか

ら，Hadoop 本来の機能による処理時間をうまく隠蔽し，高速化を達成した．（成果 2） 
 以上のことから，大規模問題に適用可能な進化ロボティックスワームのための分散計算環境の構

築を達成した．また，研究期間中に貴学で開催されたクラウドウィーク（9 月 1 日から 9 月 4 日）

に参加し，最新のクラウドに関する情報を学習した．研究期間を通して得られた成果は 2 月 5 日に

北海道大学情報基盤センターにて発表を行った． 
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